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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査対象歯車が、各歯車が個々に固定されているが自由に回転可能となる様にその中に
取付けられる取付具に対し順に供給され、径方向に柔軟な態様で取付けられそして回転状
態で駆動され得るマスター歯車と噛み合わせられ、そして、径方向の荷重の下で２つの歯
面が接触した状態で上記マスター歯車により駆動され、そして、上記マスター歯車（2）
及び上記検査対象歯車（1）の回転中に起こる上記マスター歯車（2）の径方向の振れが、
検出され、電圧パルスに変換され、そして、大きさ、継続時間、周波数について電子計測
システム内において外部から調整可能な限界値と比較され、そして、上記検査対象歯車（
1）にそれぞれの検査結果に対応する格付けが与えられる、歯車表面欠陥を自動検査する
方法および装置のためのマスター歯車において、
　上記マスター歯車（2）が上記検査対象歯車（1）と転動する歯面において彫り溝（5）
を持ち、該彫り溝（5）が、歯面領域の大部分を取り除き、そして、上記マスター歯車及
び上記検査対象歯車の回転時、回転接触は歯面の周縁領域でのみ生じるため、端部損傷が
起こることが判っている周縁領域（4）に対応する重複又は噛合領域（6）のみを残す、こ
とを特徴とするマスター歯車。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、検査対象歯車が、各歯車が個々に固定されているが自由に回転可能となる様に
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その中に取付けられる取付具に対し順に供給され、径方向に柔軟な態様で取付けられそし
て回転状態で駆動され得るマスター歯車と噛み合わせられ、そして、径方向の荷重の下で
２つの歯面が接触した状態でマスター歯車により駆動され、そして、マスター歯車及び検
査対象歯車の回転中に起こるマスター歯車の径方向の振れが、検出され、電圧パルスに変
換され、そして、大きさ、継続時間、周波数について電子計測システム内において外部か
ら調整可能な限界値と比較され、そして、検査対象歯車にそれぞれの検査結果に対応する
格付けが与えられる、歯車表面欠陥を自動検査する方法及び装置のための、マスター歯車
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ドイツ公開特許公報DE3218811A1号（イギリス公開特許公報GB2121543A号に等しい）には
、任意の数の歯車から表面欠陥を自動検査する方法および装置が開示されており、それは
、以下のようなものである。検査対象歯車がマスター歯車に噛合わせられ、回転する間に
生じるマスター歯車の径方向の振れが、検出され、電圧パルスに変換され、そして、大き
さ、継続時間、周波数について電子計測システム内において外部から調整可能な限界値と
比較され、そして、歯車は、それぞれの検査結果に従い、選別スイッチやディスプレイを
通じて格付けされるというものである。
その既知の方法と装置においては、一般的なマスター歯車が使用される。マスター歯車が
検査対象歯車と異なるのは、より高精度に製造されていることと、実質的に歯数がより多
いという点のみである。特にマスター歯車又は検査対象歯車上の埃等の付着物からも生じ
る不正確な計測値の発生は、歯数を多くすることにより、回避されると考えられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
そのような歯車の表面損傷の自動検査方法や装置は、本件出願人の生産設備において使用
されているが、この装置において用いられている一般的な構造のマスター歯車によっては
、かなりの欠陥率が発生し、この欠陥率が追加の検査という形での再処理を必要とし、コ
スト増加要因となっていることが、経験的に明らかとなった。
この高い欠陥率は、領域全体にわたる歯面の検査故に、埃粒子の数の多さが表面欠陥が表
示されることにつながるということが原因でもある。
本発明の目的は、検査対象歯車が、各歯車が個々に固定されているが自由に回転可能とな
る様にその中に取付けられる取付具に対し順に供給され、径方向に柔軟な態様で取付けら
れそして回転状態で駆動され得るマスター歯車と噛み合わせられ、そして、径方向の荷重
の下で２つの歯面が接触した状態でマスター歯車により駆動され、そして、マスター歯車
及び検査対象歯車の回転中に起こるマスター歯車の径方向の振れが、検出され、電圧パル
スに変換され、そして、大きさ、継続時間、周波数について電子計測システム内において
外部から調整可能な限界値と比較され、そして、検査対象歯車にそれぞれの検査結果に対
応する格付けが与えられる、歯車表面欠陥を自動検査する方法および装置を、歯車上の埃
等の付着物による不正確な測定結果の発生を最大限防止し、そして加工直後の歯車（いわ
ゆるグリーンギア） の取り扱い中に生じる端部の損傷（打痕）という形で表れる実際の
表面欠陥のみが検出される様に、改良することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、検査対象歯車が、各歯車が個々に固定されているが自由に回転可能とな
る様にその中に取付けられる取付具に対し順に供給され、径方向に柔軟な態様で取付けら
れそして回転状態で駆動され得るマスター歯車と噛み合わせられ、そして、径方向の荷重
の下で２つの歯面が接触した状態でマスター歯車により駆動され、そして、マスター歯車
及び検査対象歯車の回転中に起こるマスター歯車の径方向の振れが、検出され、電圧パル
スに変換され、そして、大きさ、継続時間、周波数について電子計測システム内において
外部から調整可能な限界値と比較され、そして、検査対象歯車にそれぞれの検査結果に対
応する格付けが与えられる、歯車表面欠陥を自動検査する方法および装置において、上記
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検査対象歯車と転動する歯面において彫り溝を持ち、該彫り溝が、歯面領域の大部分を取
り除き、そして、端部損傷が起こることが判っている周縁領域に対応する重複又は噛合領
域のみを残すマスター歯車を用いるということによって、上記目的が達成される。
マスター歯車は、検査対象歯車とともに転動する歯面に、歯面のより大きな幅とより大き
な部分を占める彫り溝を持つため、マスター歯車及び検査対象歯車の回転時に、通常上述
したような端部損傷が生じる歯面の周縁領域においてのみ接触することとなり、歯面の汚
れにより起こる不正確な測定値の発生が回避される。
以下に本発明を図面を参照してより詳細に説明する。
【０００５】
【発明の実施の形態】
図１において、検査対象歯車1が軸Ｉ周りに回転可能に取付けられ、そして通常は検査対
象歯車より大型で幅広のマスター歯車2が軸II周りに回転可能に取付られている。
検査対象歯車1において、歯面3の全体を歯車1の左側に示され、歯面3の周縁領域4が歯車1
の右側に破線で示されている。加工直後の歯車（いわゆるグリーンギア）の取扱い中に端
部損傷（打痕）が生じるのは、普通、周縁領域4である。
本発明によれば、マスター歯車2に彫り溝5が設けられており、それは歯面の大部分を取り
除く形となっており、残りの部分が重複又は噛合領域6（図２）となり、それが周縁領域4
（図１）に対応する。
【０００６】
【発明の効果】
このようにして、ギアの端部損傷（打痕）という形での実際の歯車表面欠損検査が、欠陥
率が大幅に低減される様に、改良され、歯車の大量生産において、端部損傷検査時の品質
の低下を伴うことなく、大幅なコストの低減につながる。
【図面の簡単な説明】
【図１】転動前のマスター歯車及び検査対象歯車の配置を示す概略図である。
【図２】マスター歯車が検査対象歯車と噛合うのを示し、実際の検査領域を示す拡大図で
ある。
【符号の説明】
　1　検査対象歯車
　2　マスター歯車
　4　周縁領域
　5　彫り溝
　6　噛合領域
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【図１】

【図２】
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